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駅を降りて最初に出会うまち駅を降りて最初に出会うまち



駅を降りて最初に出会うまち
関東と信越を結ぶ中心都市として、多くの人々が集り、ビジネスが活発に展開されるまち。
映画や音楽など都市文化を発信し、ファッションやグルメが集まるまち。
北関東最大の商業とカルチャーの集積が高崎の魅力を大きく広げています。
そして、感度の高いアパレルブランドや話題の飲食を楽しむランドマークになっているのが
群馬の玄関に直結する駅ビル「高崎モントレー」です。

昭和57年（1982）4月に、上越新幹線の開業に伴いオープンした駅ビル
「高崎モントレー」。以来、駅を核としたまちづくりを牽引してきた。

高崎のファッションを発信〈高崎モントレー〉



　

駅
ビ
ル
な
ら
で
は
の
も
う
一
つ
の
特
徴

と
し
て
、
電
車
の
待
ち
時
間
な
ど
に
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
あ
る
。
理

容
・
美
容
、
ネ
イ
ル
、
エ
ス
テ
、
ボ
デ
ィ

ケ
ア
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
ワ
ン
フ
ロ
ア
で

提
供
さ
れ
、
価
格
も
手
頃
で
利
用
し
や
す

い
。
身
だ
し
な
み
を
整
え
た
り
、
体
の
疲

れ
や
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
ボ
デ
ィ
ケ
ア

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
り
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
ヘ
ア
メ
イ
ク
、
ネ
イ
ル
を
並
行
し
て

行
う
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
短
時
間
で
ビ
ジ

ネ
ス
仕
様
か
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
仕
様
に
美
し

く
変
身
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

治
時
代
か
ら
機
関
庫
が
設
け
ら
れ
た
〝
機

関
車
の
街
〞
だ
っ
た
こ
と
を
人
々
の
心
に

刻
も
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。
効
果
音
な

ど
で
は
な
く
、
本
物
の
汽
笛
と
い
う
の
が

う
れ
し
い
と
こ
ろ
。

　

南
自
由
通
路
の
窓
か
ら
は
、
高
崎
線
・

吾
妻
線
・
両
毛
線
・
上
越
線
・
八
高
線

の
ホ
ー
ム
が
並
ぶ
風
景
が
見
え
、
モ
ン
ト

レ
ー
5
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
街
に
あ
る
信
州

そ
ば
処
「
そ
じ
坊
」
は
、
唯
一
電
車
が
見
え

る
飲
食
店
と
し
て
知
る
人
ぞ
知
る
存
在
。

小
さ
な
子
供
連
れ
や
鉄
道
好
き
な
ど
が

好
ん
で
窓
側
の
席
を
利
用
す
る
と
い
う
。

　

高
崎
駅
の
開
業
は
、
明
治
17
年

（
１
８
８
４
）。
当
時
は
機
関
車
が
黒
い
煙

を
は
き
な
が
ら
、
高
崎―

上
野
間
を
4

時
間
か
け
て
走
っ
た
。
輸
出
の
た
め
の
上

州
絹
を
運
び
富
国
強
兵
の
一
翼
を
担
い
、

文
明
開
化
を
謳
歌
し
た
人
々
を
交
流
さ
せ

た
。
陸
軍
歩
兵
第
十
五
連
隊
が
駐
屯
す
る

と
、
多
く
の
軍
馬
や
兵
器
を
運
ん
だ
。
そ

の
後
、
鉄
道
の
電
化
や
複
合
化
が
進
み
、

高
速
で
多
量
の
輸
送
を
実
現
し
な
が
ら
高

度
経
済
成
長
の
中
を
疾
走
し
た
。

度
経
済
成
長
の
中
を
疾
走
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
昭
和
57
年
4
月
14
日
。

11
月
の
上
越
新
幹
線
開
業
よ
り
一
足
早
く

高
崎
駅
ビ
ル
「
高
崎
モ
ン
ト
レ
ー
」
が

オ
ー
プ
ン
。
当
時
の
地
元
紙
に
は
、
華
々

し
い
開
業
を
伝
え
る
活
字
が
踊
っ
た
。

「
高
速
交
通
時
代
に
お
け
る
群
馬
県
の
表

玄
関
」「
駅
周
辺
の
都
市
再
開
発
事
業

や
総
合
的
な
交
通
網
の
整
備
に
は
ず
み
」

と
、
観
光
、
産
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
飛

躍
の
き
っ
か
け
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
「
モ
ン
ト
レ
ー
」
は
ス
ペ
イ
ン
語
の

m
ont

（
モ
ン
ト=

山
）
とtres

（
ト
レ
ス

=

三
）
を
合
わ
せ
た
造
語
。
上
毛
三
山
を

表
し
た
名
称
で
、
地
元
へ
の
想
い
が
込
め

ら
れ
た
。
当
時
の
総
出
店
数
は
１
２
８
店

（
内
4
割
が
県
内
店
舗
）。
１
階
は
和
洋
菓

子
、
総
菜
、
生
鮮
食
料
品
な
ど
を
揃
え
、

2
階
よ
り
上
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
雑
貨
・

カ
フ
ェ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
・
美
容
・
理
容
・

ク
リ
ニ
ッ
ク
・
金
融
機
関
な
ど
、
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
も
充
実
。
6
階
に
は
高
崎
タ
ー

ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
（
現
：
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

高
崎
）
の
ロ
ビ
ー
や
宴
会
場
を
配
し
、
7

階
か
ら
10
階
が
客
室
フ
ロ
ア
と
な
っ
て
お

り
、
ま
さ
に
一
つ
の
街
を
形
成
し
た
。

鉄
道
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト

乗
降
客
の
利
便
性
を
追
求

　

今
年
の
春
で
、
高
崎
モ
ン
ト
レ
ー
は
開

業
35
周
年
を
迎
え
る
。
週
末
に
な
る
と
観

光
列
車
を
牽
引
す
る
懐
か
し
い
機
関
車

「
Ｄ
５
１
４
９
８
」
と
「
Ｃ
６
１
２
０
」

が
発
す
る
汽
笛
が
駅
ビ
ル
の
中
に
も
響
き

渡
る
。
そ
の
誇
ら
し
そ
う
な
響
き
は
、
明

駅舎に商業施設をプラス
駅ビル「モントレー」の誕生

モントレレー（三つの山）の名称の由来となる上毛三山をはじめ、遠くの山並みが視界に広がる
8階の屋上庭園。5月から「朝ヨガ教室」（5月～9月の第2・4水曜午前7時 30分から30分程）
が始まる。広がる空を身近に感じながら心身ともにリフレッシュして、一日を始められると好評
だ。また、ゴールデンウィーク明けには、ビアガーデンがオープンする。



並
び
、
色
と
り
ど
り
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ア
イ
テ
ム
が
目
に
飛
び
込
み
ウ
キ
ウ
キ

と
し
た
気
分
に
な
る
。

　

高
崎
モ
ン
ト
レ
ー
で
は
、〝
ち
ょ
っ
と

上
質
な
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
〞
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ト
レ
ン

ド
感
と
付
加
価
値
を
高
め
る
ブ
ラ
ン
ド

を
構
築
し
、
訪
れ
る
人
々
に
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
す
る
楽
し
さ
を
提
供
す
る
。

　

コ
ン
コ
ー
ス
に
面
し
た
注
目
度
の
高
い

場
所
に
あ
る
の
は
、
夢
の
あ
る
色
彩
豊

か
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
ひ
と
際
目
を
ひ
く

「
サ
マ
ン
サ
ベ
ガ
＆
シ
ュ
エ
ッ
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」（
バ
ッ
グ
）。
複
合
店
と
し
て
は
全

国
で
2
番
目
の
出
店
。
大
人
の
カ
ジ
ュ
ア

ル
ス
タ
イ
ル
に
合
う
実
用
的
な
デ
ザ
イ

ン
、
か
つ
ト
レ
ン
ド
感
あ
ふ
れ
る
バ
ッ
グ

が
並
ぶ
。

　

他
に
も
「
ダ
イ
ア
ナ
」（
シ
ュ
ー
ズ
＆

バ
ッ
グ
）、「
チ
ッ
ク
タ
ッ
ク
」（
時
計
）、

「
ラ
ン
ダ
」（
シ
ュ
ー
ズ
）、「
ブ
ォ
ー
ナ
・

ビ
ィ
ー
タ
」（
雑
貨
）
が
、
群
馬
県
内
初

の
出
店
先
と
し
て
高
崎
モ
ン
ト
レ
ー
を

選
び
、
働
く
大
人
の
女
性
や
か
わ
い
い

が
大
好
き
な
女
子
高
生
た
ち
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
。

　

電
車
の
時
間
を
気
に
し
て
足
早
に
通

り
過
ぎ
る
時
で
も
、
ト
レ
ン
ド
の
服
や
気

に
な
る
バ
ッ
ク
を
横
目
で
素
早
く
チ
ェ
ッ

ク
し
て
お
き
、
時
間
の
あ
る
時
に
じ
っ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
地
元
に
浸
透
さ
せ
る

　

駅
コ
ン
コ
ー
ス
か
ら
高
崎
モ
ン
ト

レ
ー
の
エ
リ
ア
に
入
る
と
、
季
節
を
先

取
り
し
た
ア
パ
レ
ル
や
雑
貨
の
店
舗
が

く
り
吟
味
し
て
購
入
す
る
。
日
常
的
に

駅
を
利
用
す
る
人
な
ら
、
高
崎
モ
ン
ト

レ
ー
な
ら
で
は
の
こ
ん
な
効
率
的
な
買
い

物
が
で
き
る
。

女
子
高
生
は
コ
ス
メ
が
お
好
き

　

電
車
通
学
が
始
ま
る
と
、
駅
ビ
ル
は

ち
ょ
っ
と
背
伸
び
し
た
高
校
生
の
社
交
場

に
な
る
。
休
日
は
メ
イ
ク
し
て
お
出
か

け
！
と
い
う
女
子
高
生
が
珍
し
く
な
く

な
っ
た
今
、
4
階
南
側
の
タ
リ
ー
ズ
コ
ー

ヒ
ー
の
隣
に
あ
る
コ
ス
メ
雑
貨
店
「
シ
ャ

ン
・
ド
・
エ
ル
ブ
」
は
、
週
末
と
も
な
る

と
女
子
高
生
を
は
じ
め
若
い
女
子
た
ち

で
賑
わ
う
。

　

こ
こ
は
、
館
内
で
は
珍
し
い
高
崎
モ

ン
ト
レ
ー
の
直
営
店
。
店
内
に
は
ド
ク

タ
ー
ズ
ス
キ
ン
ケ
ア
＆
ブ
ラ
ン
ド
メ
イ

ク
、
化
粧
品
雑
貨
の
ほ
か
、
香
水
や
ギ

フ
ト
雑
貨
が
い
っ
ぱ
い
。

　
「
自
分
の
体
温
や
唇
の
ペ
ー
ハ
ー
に
よ

り
、
塗
っ
た
リ
ッ
プ
の
色
が
変
わ
る
。
保

湿
成
分
入
り
で
色
落
ち
し
に
く
い
。
透

明
な
中
に
花
が
入
っ
て
見
た
目
も
か
わ
い

い
」。
そ
ん
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
話
題
の
リ
ッ

プ
ク
リ
ー
ム
が
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
効
果
も
あ
っ

て
売
れ
行
き
好
調
と
い
う
。

　

店
舗
に
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
感
動
と
ト

レ
ン
ド
の
躍
動
感
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

ち
ょ
っ
と
上
質
な
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
を
提
案

高崎モントレー
高崎市八島町222   TEL: 027-324-0550
www.m-takasaki.com
■営業時間／1F~5F  10 :00~20 :30　
                          5F レストラン 11:00~21:30
　                     （店舗により異なる場合有り）



行
な
っ
て
い
る
。
集
客
力
の
高
い
テ
ナ

ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
誘
致
に
よ
り
賑
わ
い

を
創
出
す
る
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
。
な

か
で
も
人
気
と
実
力
を
兼
ね
備
え
た
高

崎
発
の
行
列
の
で
き
る
店
と
し
て
、
５

階
に
あ
る
『
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
専
科
は

ら
っ
ぱ
』
と
１
階
に
あ
る
『
福
ベ
ー
グ

ル
』
の
存
在
が
光
る
。

　

幅
広
い
世
代
の
集
客
を
牽
引
す
る
飲

食
店
は
、
料
理
や
商
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は

も
ち
ろ
ん
、
話
題
性
や
独
自
性
の
高
い
店

舗
を
厳
選
し
、
駅
利
用
者
、
観
光
客
の
み

な
ら
ず
市
民
の
食
生
活
に
も
満
足
を
提
供

し
て
い
る
。

※音声ガイド「耳で聴く高崎」からこの記事を聴くことができます（http://www.takasaki-kankoukyoukai.or.jp/）

ビ
ル
内
は
客
足
が
安
定
し
て
い
る
と
い
う

の
が
実
感
。
ま
た
、
集
客
を
促
す
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
企
画
し
告
知
し
て
も
ら
う
な

ど
、
高
崎
モ
ン
ト
レ
ー
さ
ん
の
支
援
は
有

り
難
い
で
す
」
と
話
す
内
山
直
哉
店
長
。

　

従
来
の
レ
ス
ト
ラ
ン
街
に
は
な
か
っ
た

仕
事
帰
り
の
女
性
な
ど
が
気
軽
に
ア
ル

コ
ー
ル
を
楽
し
め
る
バ
ー
と
し
て
も
期
待

が
か
か
る
。
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
の

夜
景
に
都
会
的
な
気
分
を
堪
能
で
き
る
。

　

高
崎
モ
ン
ト
レ
ー
は
、
高
崎
駅
を
中

心
と
し
な
が
ら
も
、
周
辺
地
域
に
繁
栄

を
も
た
ら
す
よ
う
な
総
合
的
な
街
づ
く

り
を
テ
ー
マ
に
、
様
々
な
取
り
組
み
を

高
崎
や
周
辺
地
域
の
有
力
店
を
誘
致

5
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
街
に
、
昨
年
12

月
20
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
＆
レ

ス
ト
ラ
ン
『
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ

ト
』
は
、
ス
パ
イ
ス
か
ら
配
合
し
て
作
る

自
家
製
の
絶
品
カ
レ
ー
や
、
オ
ー
ダ
ー
が

入
っ
て
か
ら
焼
き
上
げ
る
ふ
わ
ふ
わ
の
リ

コ
ッ
タ
パ
ン
ケ
ー
キ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ス

タ
イ
ル
の
ク
リ
ス
ピ
ー
ピ
ザ
な
ど
が
看
板

メ
ニ
ュ
ー
。
オ
ー
プ
ン
以
来
、
女
性
客
や

カ
ッ
プ
ル
、
女
子
高
生
で
賑
わ
う
話
題
の

店
と
な
っ
て
い
る
。「
テ
ナ
ン
ト
シ
ョ
ッ

プ
と
い
う
形
態
は
初
め
て
で
す
が
、
駅

地元ならではのオリジナリティを育む

具材を生地に練り込むのでは
なく、包み込むことで、素材の
味をひきたたせる。外は香ばし
く中はしっとりとしたベーグル
は、ベーグルの概念を覆す。常
時 25種以上が店頭に並び、月
替わりで出る新商品や季節限定
品などもあって、何度でも足を
運びたくなる。
　ベーグルを作る様子が見えた
り、焼き立ての香ばしい香りが
漂ったり、対面販売だったりと
いった臨場感も魅力。

豊富な定番品、月替わりや季節限定が魅力的
●福ベーグル 高崎モントレー店

●スパゲッティー専科はらっぱ 高崎モントレー店

　カウンター席が多
く、女性一人でも気
軽に味わえるスープ
パスタ。パスタ激戦
区の高崎で「ラーメ
ン屋のような気軽な
パスタ食堂」をコン
セプトに、独自性が光る店づ
くりを展開。
　“接客第一” の徹底で、常連
さんが 5、6割という信頼さ
れる店舗。都内のある企業で
は、高崎に出張したら、ぜひ
寄りたい店として社員の間に
口コミで広がっているという。

ラーメン屋のような気軽なパスタ食堂

スパゲッティー専科はらっぱ 駅ビル店
高崎モントレー 5F　電話：027-322-5455
■営業時間／11: 00~21:30（ラストオーダー20:40） 

●Bedford Market（ベッドフォードマーケット）
高崎モントレー5F　電話：027-386-6363
■営業時間／11:00~21:30（ラストオーダー21:00）

福ベーグル高崎モントレー店
高崎モントレー 1F　電話：027-329-6317
■営業時間／10 : 00~20:30 （売切れ次第終了）



●お問い合わせ：高崎アリーナ    TEL.027-329-5447 　

The event of spring of Takasaki

●お問い合わせ：高崎市吉井支所地域振興課    TEL.027-387-3111

　

高
崎
バ
ル
の
の
ぼ
り
旗
が
目
印

の
参
加
店
で
は
、「
ワ
ン
フ
ー
ド
＋

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
」
の
バ
ル
メ
ニ
ュ
ー

が
チ
ケ
ッ
ト
１
枚
（
５
０
０
円
）

ま
た
は
２
枚
で
提
供
さ
れ
る
。
複

数
の
店
舗
の
食
べ
歩
き
が
最
大
の

魅
力
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
で
魅
力

た
っ
ぷ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ

れ
て
い
る
の
で
、
ど
の
お
店
に
行

く
か
悩
む
こ
と
ろ
。

　

２
０
１
０
年
に
始
ま
っ
た
高
崎

バ
ル
は
今
回
で
12
回
目
を
迎
え
る
。

こ
れ
ま
で
は
年
２
回
の
開
催
だ
っ

た
が
、
今
年
は
年
に
１
回
の
開
催

に
変
え
、
期
間
を
１
週
間
と
延
長

さ
せ
た
。
１
週
間
を
通
じ
て
開
催

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
顧
客

を
確
保
す
る
こ
と
が
狙
い
。

　

期
間
終
了
後
で
も
あ
と
バ
ル
参

加
店
舗
で
は
チ
ケ
ッ
ト
を
金
券
と

し
て
利
用
で
き
る
の
で
、
予
定
が

合
わ
な
く
て
期
間
中
に
参
加
で
き

な
く
て
も
安
心
！ 

ま
た
、
チ
ケ
ッ

ト
購
入
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選

会
、
女
性
特
典
の
実
施
な
ど
魅
力

満
載
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
崎
の
ま
ち
な
か
で
自
分
好
み

の
味
を
見
つ
け
て
み
て
は
い
か

が
？

●参加料：無料
●申込：不要
●参加条件：写真を撮影されてもいい人　
●仮設シャワー完備！

5月13日（土）・14日（日）

6月24日（土）・25日（日）

The event of spring of Takasaki

6月5日（月）～11日（日）

高崎バル 2 0 1 7

●お問い合わせ：高崎バル実行委員会事務局（高崎商工会議所内）TEL.027-361-5171

　

田
植
え
前
の
水
を
張
っ
た
田

ん
ぼ
の
中
で
泥
ま
み
れ
に
な
っ

て
遊
べ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
盛

り
た
く
さ
ん
の
吉
井
ど
ろ
ん
こ

祭
り
。
こ
の
祭
り
は
吉
井
地
域

の
名
物
行
事
と
し
て
２
０
０
３

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
お
り
、
昨

年
は
県
内
外
か
ら
約
６
５
０
０

人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

親
子
手
つ
な
ぎ
競
争
、
お
し

り
相
撲
、
し
ろ
か
き
走
な
ど
、

多
数
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
目

玉
な
の
は
『
ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み

取
り
』。
捕
ま
え
た
ウ
ナ
ギ
は
そ

の
ま
ま
持
ち
帰
れ
る
と
い
う
か

ら
、
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に

な
っ
て
、
生
き
の
い
い
ウ
ナ
ギ

を
追
い
か
け
る
。
他
に
も
ス
テ
ー

ジ
で
は
地
元
の
有
志
に
よ
る
か

か
し
踊
り
な
ど
の
披
露
、
日
本

一
の
す
い
と
ん
を
決
め
る
ど
ろ

ん
こ
す
い
と
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
な

ど
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
に
ど

ろ
ん
こ
祭
り
の
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
も
行
わ
れ
て
お
り
、
毎
年
多

数
の
作
品
が
応
募
さ
れ
て
い
る
。

●チケットは５枚綴り
●チケット販売所：ラジオ高崎前広場、
　チケットマークの付いた店舗
●前売り券：3,000 円（当日券：3,500 円）

●中心市街地（まちなか）

●甘味処 茶々
住所：高崎市鶴見町 5-1
電話：027-322-2070
営業時間：10 :30 ～ 17:30（売り切れ閉店）
休業日：月・火曜日
焼きまんじゅう１串（4個）：160 円

6月4日（日）
●吉井町多比良（県道 41 号神田吉井線沿い）

●チアリーディングアジアインターナショナル
　オープン

4月23日（日）
●2017新体操世界選手権代表選考会

6月9日（金）～11日（日）
●FIVB 男子バレーボール ワールドリーグ 2017

●全日本体操競技種目別選手権大会

吉井どろんこ祭り2017

高崎に来たならご賞味あれ！名物・焼きまんじゅう

E
V
E
N
T

E
V
E
N
T

EVENT

高 崎 アリ ー ナ

　

４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ス
ポ
ー
ツ

の
新
た
な
殿
堂
「
高
崎
ア
リ
ー
ナ
」。
施

設
内
容
の
充
実
と
、
高
崎
駅
よ
り
徒
歩
圏

内
と
い
う
好
立
地
で
、
全
国
規
模
、
世
界

レ
ベ
ル
の
大
会
が
続
々
と
開
催
さ
れ
る
。

●
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ア
ジ
ア
イ
ン
タ
ー

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ー
プ
ン

　

ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
技
や
豊
か
な

表
現
力
で
観
客
を
魅
了
す
る
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
人
気
上
昇
中
。 

ア
ジ
ア
各
国
・
地

域
の
チ
ー
ム
が
№
１
の
座
を
競
う
。
華

麗
な
演
技
に
ご
注
目
！

●
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｂ
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

ワ
ー
ル
ド
リ
ー
グ
２
０
１
７

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
世
界
ト
ッ
プ

チ
ー
ム
が
参
加
す
る
リ
ー
グ
戦
。
高
崎
ア

リ
ー
ナ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
２
の
日
本
、
ス

ロ
ベ
ニ
ア
、
韓
国
、
ト
ル
コ
の
４
カ
国
が

出
場
す
る
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
に
向
け
て
、

中
垣
内
新
監
督
率
い
る
全
日
本
男
子
チ
ー

ム
の
国
内
デ
ビ
ュ
ー
戦
。

●
全
日
本
体
操
競
技
種
目
別
選
手
権
大
会

　

昨
年
の
リ
オ
五
輪
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に

沸
い
た
体
操
男
子
団
体
。
そ
し
て
個
人
総

合
優
勝
に
輝
い
た
内
村
航
平
選
手
。〝
世

界
一
美
し
い
体
操
〞
と
評
さ
れ
、
日
本
体

操
界
初
の
〝
プ
ロ
〞
と
し
て
の
活
躍
が
ま

す
ま
す
楽
し
み
な
内
村
選
手
を
は
じ
め
、

日
本
屈
指
の
選
手
た
ち
の
妙
技
を
間
近
に

見
ら
れ
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
。

　高崎駅西口から徒歩数分の場所にある “甘味処 茶々” 。焼きまん
じゅうの老舗として親しまれており、ＴＶや雑誌にも引っ張りだこの
人気店。３代目店主・須藤登志江さんの明るく気さくな性格も相まっ
て、連日、多くのファンが足を運ぶ。
　「焼きまんじゅうは “田舎のスイーツ” 」と語る登志江さん。焼き
まんじゅうを美味しく食べるには、「パクッ」とひと口で豪快に食べ
るのがベスト！ フワフワ生地の食感と、味噌ダレの風味が融合する
たまらない逸品。
　焼きまんじゅうの初心者にも笑顔で応対し、その歴史や特徴を丁
寧に説明してくれる登志江さん。お腹も心も満たしてくれる、おか
みさん的な心遣いまで堪能できるお店。

　高崎駅構内のイーサイト高崎にて県内の銘品を取り扱う “群馬い
ろは” でも、焼きまんじゅうは人気の品。お土産用の焼きまんじゅ
うや関連商品も充実し、観光客やビジネスマンに喜ばれている。電
子レンジやオーブントースターを使った軽調理で焼きまんじゅうが
楽しめるという手軽さもあって、ついつい手が伸びてしまう一品。
加速する焼きまんじゅうブーム、全国に波及する日も近い！？

まちなかでいろいろな味が楽しめる 1週間

老若男女が泥にまみれて遊び倒す！

焼きまんじゅう

●群馬いろは
住所：高崎市八島町 222 番地（JR 高崎駅東口）イーサイト高崎 2Ｆ
電話：027-321-0067
営業時間：9:00 ～ 21:00（日曜・祝日は 9 :00 ～ 20: 00）
休業日：なし

　

高
崎
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
『
焼
き

ま
ん
じ
ゅ
う
』。
蒸
し
た
パ
ン
の
よ

う
な
軽
い
生
地
に
焼
き
色
を
付
け
、

特
性
の
味
噌
ダ
レ
を
塗
り
込
ん
で

香
ば
し
く
焼
き
上
げ
る
。
独
特
の

〝
あ
ま
じ
ょ
っ
ぱ
い
〞
味
が
特
徴

的
な
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
ど
こ

か
郷
愁
を
そ
そ
る
味
で
あ
り
、
長

年
に
わ
た
っ
て
地
元
住
人
を
中
心

に
愛
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会

も
増
え
、
そ
の
知
名
度
も
急
上
昇
。

高
崎
に
立
ち
寄
っ
た
な
ら
是
非
と

も
ご
賞
味
い
た
だ
き
た
い
名
物
だ
。

（高崎市新体育館）
 高崎アリーナに
ビッグイベントが目白押し
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るのがベスト！ フワフワ生地の食感と、味噌ダレの風味が融合する
たまらない逸品。
　焼きまんじゅうの初心者にも笑顔で応対し、その歴史や特徴を丁
寧に説明してくれる登志江さん。お腹も心も満たしてくれる、おか
みさん的な心遣いまで堪能できるお店。

　高崎駅構内のイーサイト高崎にて県内の銘品を取り扱う “群馬い
ろは” でも、焼きまんじゅうは人気の品。お土産用の焼きまんじゅ
うや関連商品も充実し、観光客やビジネスマンに喜ばれている。電
子レンジやオーブントースターを使った軽調理で焼きまんじゅうが
楽しめるという手軽さもあって、ついつい手が伸びてしまう一品。
加速する焼きまんじゅうブーム、全国に波及する日も近い！？

まちなかでいろいろな味が楽しめる 1週間

老若男女が泥にまみれて遊び倒す！

焼きまんじゅう

●群馬いろは
住所：高崎市八島町 222 番地（JR 高崎駅東口）イーサイト高崎 2Ｆ
電話：027-321-0067
営業時間：9:00 ～ 21:00（日曜・祝日は 9 :00 ～ 20: 00）
休業日：なし

　

高
崎
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
『
焼
き

ま
ん
じ
ゅ
う
』。
蒸
し
た
パ
ン
の
よ

う
な
軽
い
生
地
に
焼
き
色
を
付
け
、

特
性
の
味
噌
ダ
レ
を
塗
り
込
ん
で

香
ば
し
く
焼
き
上
げ
る
。
独
特
の

〝
あ
ま
じ
ょ
っ
ぱ
い
〞
味
が
特
徴

的
な
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
ど
こ

か
郷
愁
を
そ
そ
る
味
で
あ
り
、
長

年
に
わ
た
っ
て
地
元
住
人
を
中
心

に
愛
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会

も
増
え
、
そ
の
知
名
度
も
急
上
昇
。

高
崎
に
立
ち
寄
っ
た
な
ら
是
非
と

も
ご
賞
味
い
た
だ
き
た
い
名
物
だ
。

（高崎市新体育館）
 高崎アリーナに
ビッグイベントが目白押し
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家
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か
な
わ
ぬ
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の
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枕
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佐
野
の
舟
橋

佐野の渡し
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駅を降りて最初に出会うまち駅を降りて最初に出会うまち
中世文学の舞台となった佐野。木の橋が景観に溶けこむ

●
清
少
納
言
が
選
ん
だ
恋
橋

　
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
で
有
名
な
清

少
納
言
の
「
枕
草
子
」。
枕
草
子
に
は

清
少
納
言
が
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
た

「
も
の
づ
く
し
」
が
綴
ら
れ
て
お
り
、

わ
れ
て
い
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
そ
の
一
つ
、「
上か
み
つ
け毛
野の

佐
野
の

舟
橋
取
り
放
し
親
は
さ
く
れ
ど
吾

は
さ
か
る
が
へ
」
は
平
安
歌
人
に

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
佐
野
の
舟
橋

は
、
恋
の
歌
枕
と
し
て
有
名
に
な
っ

た
。
平
安
時
代
に
は
、
宮
中
の
清
少

納
言
が
知
る
ほ
ど
で
、
上こ
う
ず
け
の
く
に

野
国
（
群

馬
県
）
に
来
た
ら
、
佐
野
の
舟
橋

に
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
よ
う
な
観

光
名
所
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
藤ふ
じ
わ
ら
の
て
い
か

原
定
家
や
西さ
い
ぎ
ょ
う行

、
和い
ず
み
し
き
ぶ

泉
式
部

と
い
っ
た
歌
人
も
佐
野
の
舟
橋
を
歌

い
、
能
の
「
鉢
木
」「
舟
橋
」
の
舞
台

に
も
な
っ
て
い
る
。

●
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
よ
う
な

　

悲
恋
伝
説

　

万
葉
集
東
歌
「
上
毛
野
佐
野
の

舟
橋
取
り
放
し
親
は
さ
く
れ
ど
吾
は

さ
か
る
が
へ
」
は
、
交
際
を
親
に
反

対
さ
れ
る
恋
人
の
心
を
歌
っ
た
も
の

だ
が
、
こ
の
東
歌
を
モ
チ
ー
フ
に
、

佐
野
の
舟
橋
は
、
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
の
よ
う
な
悲
恋
物
語
の
舞
台

と
な
る
。

　

烏
川
の
両
岸
に
暮
ら
す
恋
人
が
、

夜
に
な
る
と
人
目
を
忍
ん
で
佐
野
の

舟
橋
を
渡
っ
て
デ
ー
ト
を
重
ね
て
い

た
。
あ
る
夜
、
二
人
の
恋
を
邪
魔
し

言
わ
ば
、
清
少
納
言
が
選
ん
だ
ベ
ス

ト
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
る
。
こ
の
枕
草

子
の
中
に
、
高
崎
市
内
の
地
名
が
出

て
く
る
。

　

第
65
段
の
「
橋
は
」
の
く
だ
り
に

18
の
橋
の
名
が
書
か
れ
て
い
る
の
だ

が
、
そ
の
中
に
「
佐
野
の
舟
橋
」
が

見
つ
か
る
。
佐
野
の
舟
橋
は
、
高
崎

市
を
流
れ
る
烏
川
に
架
け
ら
れ
て

い
た
橋
で
、
舟
を
つ
な
い
で
板
を
渡

し
、
橋
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

　

な
ぜ
、
清
少
納
言
は
、
佐
野
の
舟

橋
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

　

ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
る
舟
橋
は
渡
っ

て
い
く
の
に
勇
気
が
必
要
で
、
川
の

流
れ
に
翻
弄
さ
れ
る
有
様
は
人
生
を

象
徴
し
、
歌
人
、
旅
人
の
心
を
と
ら

え
た
。
急
流
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
舟

橋
は
、
引
き
裂
か
れ
る
恋
の
舞
台
に

ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

高
崎
に
は
、
万
葉
集
東あ
ず
ま
う
た歌
に
歌

よ
う
と
舟
橋
の
中
央
の
橋
板
が
は
ず

さ
れ
、
そ
れ
に
気
付
か
ず
に
二
人
は

川
に
落
ち
、
翌
朝
、
抱
き
合
っ
て
死

ん
で
い
る
二
人
の
遺
体
が
見
つ
か
っ

た
。
こ
の
伝
説
を
も
と
に
、
世
阿
弥

は
、
恋
の
情
念
に
苦
し
む
男
女
の
亡

霊
を
山
伏
が
鎮
め
る
能
楽
「
舟
橋
」

を
書
い
た
と
い
う
。

　

現
在
の
高
崎
市
役
所
の
あ
た
り
か

ら
烏
川
に
沿
っ
て
、
一
筋
の
古
道
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
道
は
「
鎌
倉

街
道
」
と
呼
ば
れ
、
市
街
地
か
ら
南

東
に
数
キ
ロ
く
だ
る
と
、
佐
野
の
舟

橋
が
あ
っ
た
あ
た
り
に
出
る
。
佐
野

の
舟
橋
は
、「
佐
野
の
渡
し
」
と
も
言

わ
れ
、
高
崎
駅
か
ら
上
信
電
鉄
に
乗

り
、
2
つ
目
に
「
佐
野
の
わ
た
し
駅
」

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
同
駅
の
周
辺

に
船
橋
の
面
影
を
持
つ
木
橋
「
佐
野

橋
」
や
関
連
す
る
史
跡
が
あ
る
。
佐

野
の
舟
橋
の
正
確
な
位
置
は
わ
か
ら

な
い
が
、
こ
の
あ
た
り
の
烏
川
に
架

け
ら
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

高
崎
に
は
「
世
界
の
記
憶
」
登
録

を
め
ざ
す
奈
良
時
代
の
「
上こ
う
ず
け野
三さ
ん
ぴ碑
」

が
あ
り
、
そ
こ
に
も
佐
野
の
地
名
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
高
崎
は
古
代
東
国

の
中
心
地
で
あ
り
、
歴
史
ロ
マ
ン
が

あ
ふ
れ
て
い
る
。


